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新生児・乳児胆汁うっ滞に関する最近の知見

「血尿」は日常診療でよく出会う主訴だが、実際には血尿ではないものや糸球体性血尿、
非糸球体性血尿があり、原因に関しても、経過観察可能なものから緊急性のある重篤な
疾患まで多種多様である。今回は、血尿の患者さんに出会ったときの評価の手順を
再確認し、実際の症例をもとに「血尿」の診療で出会うピットフォール、common diseaseから
重篤な疾患まで具体的に概説する。

「血尿」のあれこれ

胆汁うっ滞は胆汁に分泌されるべき成分が血液中は肝外の組織中に見られること
であり、血清の直接ビリルビン値は異常を示す。母乳性黄疸や生理的黄疸にまぎれて
直接ビリルビン高値の胆汁うっ滞を見落とされ易く、なかには予後不良な疾患も
含まれる。新生児および乳児の胆汁うっ滞の原因は非常に様々で、それらの病態および
遺伝子検査等に関して最近の知見について解説する。

※注 「日本医師会生涯教育制度の単位」が必要な先生は
4月16日もしくは17日の視聴が必須です。

★こちらから動画をご覧いただけます。
視聴後は出席登録をお願いします。

https://childhp.fcho.jp/formedicalperson/conference/lastconference
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